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　近年わが国では、「官から民へ」の合言葉を基軸とした構造
改革が推し進められている。経済第1主義の風潮が社会に蔓
延し、医学界にも市場経済原理を導入しようとする教育学者
の一派が巾を利かす傾向にあることも事実である。しかし、細
山田先生の巻頭言の御指摘にもあるように医学・医療の使命
を考えるとき、人間性豊かな医療人の育成と社会に対する信
頼関係の回復が優先されるべきである。この原理の考え方を
過剰に導入することの危険性に改めて警鐘を鳴らす必要があ
ろう。本号では、科学進歩のグローバル化時代を反映するかの
ように、巻頭言にはじまり最先端の分子生物学的研究に関す
る総説、原著論文、症例報告、医科学フォーラム、第156回医
学会総会におけるシンポジウム、投稿論文奨励賞・医学会奨励
賞の受賞講演など多岐にわたる内容が網羅iされ充実した雑誌
形態をなしていることは喜ばしい。動乱の幕開けとなった21
世紀を有意義かつ輝かしいものとするためには、本学は医学
の原点に立ち返り社会の模範となるべく反省し、それを糧と
して一層努力していかねぼならない。そのためには本学は、質
の高い内容の医学的研究を行い、世界に向けた発信地となり、
一層社会に貢献できるよう日々切磋琢磨することも忘れては
ならない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（遠藤任彦　記）
幹事会（要旨）（平成17年Il月）
報告事項
1　平成17年9月1日付で、加藤治文副学長が副会長に就任
　　した旨報告があった。
2　庶務報告
　D　総会報告
　　①第156回平成17年11月5日（土）開催　　　当番教室：病理学講座、耳鼻咽喉科学講座
　　　特別講演：松本哲哉微生物学講座主任教授
　　　　　　（演題）＝感染症の病態と感染制御
　　　シンポジウム＝解剖学1、病理学（追加発言）、小児科
　　　　　　　　　学、内科学3、耳鼻咽喉科学、皮膚科学、
　　　　　　　　　免疫学、（シンポジストア名）
　　　　　　（演題）：アレルギー疾患の診断と集学的治療
　　　一般演題：ポスター発表（大学院生・専攻生）
　　　　　　　　　10題
　　②第157回平成18年6月3日（土）開催予定
　　　当番教室：法医学講座、救急医学講座
　　　特別講演＝重松　宏　外科学第二講座主任教授
　　　一般演題：ポスター発表（一般・大学院生・専：攻
　　　　　　　　　生・研究生）
　　　募集期間：平成18年2月1日～3月31日予定
3　編集報告
　1）63巻6号：ll月下旬発行予定（再校印刷中）
　2）64巻1号：初校印刷中
　3）64巻2号：投稿募集中
　4）64巻3号：投稿募集中
　5）64巻4号：投稿募集中
　6）63巻町別号：印刷中
　7）巻頭言＝63巻6号～64巻2号
　8）編集状況報告：63巻6号～64巻4号
4．臨床懇話会報告
　D　開催報告
　　第354回（H17．10．5）小児科学講座　河島尚志　講師
　2）開催予定
　　第355回（H17，lI」4）外科学第四講座
　　　　　　　　　　　　　　　　　　生方英幸　助教授
　　第356回（H17．12．未定）耳鼻咽喉科学講座（依頼中）
　　第357回（H18．1．未定）内科学第四講座（依頼中）
　　第358回（H18．2．未定）臨床検査医学講座（依頼中）
　　第359回（H18．3．未定）霞ヶ浦病院・診療科（依頼中）
　　第360回（H18．4．未定）産科婦人科学講座（予定）
　　第361回（H18．5．未定）放射線医学講座（予定）
　　第362回（H18．6．未定）麻酔科学講座（予定）
5．投稿論文奨励賞・医学会奨励賞報告
　　＊第156回医学会総会において受賞講演が行われ、賞状
　　　及び記念品（置時計）を授与した。
　　投稿論文奨励賞：来生研（内科学5）・平良悟（内科
　　　　　　　　　学4）・三島眞代（微生物学）
　　医学会奨励賞：青木淑子（放射線部）・天田明子（内科
　　　　　　　　　学3）・林田康治（外科学3）
審議事項
1　東京医科大学雑誌編集プロセスについて査読を迅速にす
　　ることを目的とし、査読フローを変更する旨説明があり、
　種々審議した結果、承認された。
2　臨床懇話会の症例発表については巨大1青報に配慮し、患者
　の特定が出来ない様にガイドラインを作成することとし
　た。
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